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白
川一ア
校

の
教

〉
悶
以

、
国

ザ
校
五
日
制

菜 、 岩 ムた会 j い 学制がおω
世 人のの つの i る校け必け 月を問一中た中 。やて回る開
放と日に日で 父答で指を
えしで位校わ 母申 、将述

叫
山崎

で
は

、
小

一
年）
の
社

れ
一悪U

O
O
社 仰はじt立与UhM毛もコlf

巡れ教科
の
迎
当
た
り

の寝静

問
は
現
行
一

、
二
年
三
時
間

、
三

年
四
時
間
だ

が
、

改
越挺

で
は
一

年＝一1
四
時
間

、
二
年
三
l

六
時

間
、

三
年
四
1

八
時
間 。
選
択

教

科
の
外
園田山
（
災
冶）

は
巡
四
時

間（
現
行
三
時
間〉
ま

で
認

め
ら

れ
る
こ

と
に
な
る

。

二
年
で
は
選
択
教科

と
し
て
音

楽
や
保
拙・
体
育

を
選べ

、＝一
年

で
は
凶
話

、
社会

、
数学

、
瑚
科

の
主
裂

教科も
と
れ
る。

日
校
で
は

、
国
語

の
科
目

に
現

代
踏

を
加
え
た
ほ

か
古
山

を
古
典

I
、

古
典
E
、

古
典
説
鮮
に
分
け

た
。

社会
科
は
世
界
史

、
日
本

史
、

地型
を「
地版科」

、現
代

社
会

、
倫
理

、
政
治・
経
済

を

「
公
民科」
と
し

、
地
川町
の
位界

史
は
必
修 。

地
出

、
公
民科
の
新
品
や
男
子

の
家
出科
必修
な
ど

で
、

必
修
単

位
数

は
羽
行
の
三

十
二

単位から

三
十
八
郎位
（
段
低
版
出
単位

は

到
産
が
増
益

従
の
能
力に
応
じ

た
ク
ラ
ス

を
設一

り、
前
年に
比べ
て
れ
近く
門
え

けて
の学旬。口佼
で
は
す
で
に一た
。ヲ
一
f
j／

兄
i
H
問。
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げ

実
施
さ

れ
て
い
る
が

、
中学
で
単一
、JV司

初めての導入 。「義務教符円足
／いl←

多
で
き

る
チ
う

で
き

な
い
子
？

似沿

を
ふ

る
い
分

け
て
指
導

す
る
の
は

一一寸

間
魁」

と
い
う窓
見

も
強

かっ
た

ば穿

が
、

穏
時会

で
は
「
一
人一
人
の

特性
に
応
じ
、

適
切

な
指
縛
が
必

要」
と
し
て
英
語

、
数
学
の
一
部

教
科
に
限

り
、

宍施
の
方針

を
打

ち
出
し
た。
文
部
省
は
五
十
八
年

躍す訴
審議義け試行

を
続
け
て
い

る
。

学校
の
五
日
制
は

、
文
部
省
に

対
し「
改
越

す
る
の
が
適当

で
あ

る」
と

積極
的
に

検討
を
促
し

た
。

民
間
命誌
の
週
休

二
回
制
が

普
及

、
公
務
Uも
入
山中
院
勧
告
が

あ
り

、
間
帯
括
会

も
時代
の
すっ

勢
と
し

て
い
る

。

文
部
省
で
は
来
年広
か
ら
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま

で
研
究
指
定
枝

を

担け
て
災験
に
入

る
。
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大
脳
m
益

を
出
し

、
金融
関
係
も

企
業
や
個
人
の
財
テ
ク
ブ
l
ム

を

反
映
し
て
三
0・
八
%
の
刑
益

、

円
高
に
よ
る原
油
安
メ
リッ
ト

を

受
け
た
屯
気
供
給
柴も
一
八
%
削

の
利
裕
を出
し
た
こ

と
な
ど

が
主

な
盟
国。
土
地

を
短
別
問
で売
口

し
た
際
に
は
罰
ぷ
税
さ

れ
る
が

、

こ
の
土
地
調

世話量
成
税
が
前
年

よ
り
二
百

二
十一
億
円
m
え
て四

百三
十
五
億
円
に
の
ぼ
り

、
土
地

取
引

の
活
況
が
税
金
耐

か
ら

も
出

と
、

六
十
一
m一
六・
四
% 、
一
兆
三
千
六
百
億
円一
付
けり

れ
た

。

咋
七

月
｜

六
十一

も
聞
え
た。
こ
の
結
果
、

納
税
額 －
会稼

の
ニ制
強
に
当

た
る
五
千

包
し
た
資
本金一
も
八・
六%
増
の
八
兆
四
千
四
百一
七
十
五
社
に
つい

て
申
告
削

れ
の

位
決
は

二
万
四一
七
十
六億
円
に
なっ
た。

一
疑

い
が
あ
る
と
し
て
抵点
的
に
税

u
こ

の
う
ち
則一
盟国所
得
が
捕え
た
の
は

、
都一
務
調査
を
行っ
た
結
集

、
九
六
・

ニハ
五
・

六
%一
心
の
前提
地

の
活
発
な
取
引
で
不一
一
%、
四千
八百
七
十
九
社

か

舶
は
前年
よ

り一
助
産・
建
設
措が
四
七・
一
%

の
一
ら
、

前年
を四
百

二
十
九
億
円
上
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〈好評グ〉パーナテ’ットの絵本
・臼密姫 1400円・おじいさんの
小さな店主 1200円・こびとのくつ
中1500円・3びきのくま1200円
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な忠良
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町音相呼
母乳晴育協きE企たち
竹内正七位訳関嫁iEi沼限1500円

性科学大事典

著
者

福

永

法

源

土
屋
書
店
刊

喜
八
O
O同一

語

あ
き
ら
め
る
な
グ
人
間
に
は
不
治
の
病
は
な
い

病
に
う
ち
克
つ
－
Eの
競
F
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驚
異
の一
天二
行二
力一

－吾作カ在 、
語力・念力を制唱え品売であD 、雑れもが等し〈交が皐えら

れ

舎の
繁
泉われ
る。

里の
閉
議ハ
ガキ
盗
事、受付（
代金
後払）

先
祖
供
養
の
間
違
い
が
災
い
を
招
く

ロ

州一
走
但・3H
議の
岱
布
石

〈一戸ヲノうt 4
EU
会中 6
エペホy一B

・
間
違
っ
た
先
祖
供
養
が一
・

驚
異の
霊お
ろ
し澗

人
生
を
狂
わ
せ
る。

一
＞・
因
縁
切りの
奇
跡

内

第の
訴を
弘樹めた
警が、

百

（
宇
土地
空

間

霊
祭
める
見の
袋の
あり
万一q・

霊お
ろ
し
の
奇
跡聞

を滋いた、
先
相係強に閲する者一

芸
品が刊
行され
た ＠

了
先
祖
供
養
加
の
法
則続

こ
ん
なに
怖い

日
岡
山
川
島
県
ぽ

ほ一

1
3

生
活
評
論
家
五
条
綾
子
著
定
価八
O
O
円
送
料ニ
O
O
円

子
ど
も
の
食い
や
は
頗
の
良
し
思
し
ゃ
性
絡
に
ら
大
き

な
杉
山静
を
与・
え
a
z
す。

院剖
菜
ぎ
ら
い
ぞ
ど
う
な
お
し

て
ゆ
く
か、

カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
を．
ど
う
補
う
か
：
：

ハハ
体
的
に
解
説
し
て
あ
り
ま
す。
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